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津山郷土博物館だより「つはく」
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■ ■『津山松平藩町奉行日記三十一』を刊行しました『津山松平藩町奉行日記三十一』を刊行しました

限
此
叫
ｔ
Ｈ
胸
陀
開
聾
層
ｒ
Ｌ
ｕ

ウ
Ｎ
Ｌ
岬
品
川令和７年３月に刊行した『津山松平藩町奉行日記三十一』は文化 津

山
松
平
誌
町
奉
行
日
記
三
十
一

１０年（１８１３）正月から６月の記事を翻刻・掲載しています。当時の

町奉行は前年５月に就任した田中蓑助でした。

この年の大きな出来事として、万人講の開催、佐渡守（松江鹿瀬
文
化
十
年
（
一
八
三
）

藩主松平直寛）の宿泊等が上げられます。蓑助の記述は詳細で、津
郡
山
同
上
脚
杓
凱

山城下町の様子を具体的に知ることができます。

し

」

'一 、

Facebookはじめました1１
』

津博2025.5No.１２４ トピックス

郷土博物館では、今年度の桜開花にあわせてFacebookを開設しました。

今後は、博物館の活動や展示などのイベントについて発信していく方針です。

皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

(アカウントをお持ちの方は是非フォローをお願いします）

２

、『
卿！

L‐
URL：https://www・facebook､com/profile､php?id=61574715863935&locale=jａ－ＪＰ

Ｂ

ｉ

制脂占一一．
唾一ムーー.『.

飼一

君韓一一｜・ｶパー 写興を網鯛
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〆－

Ｌ

Ｌ

〆ー

腿

、

ミニ企画展ミニ企画展 博物館探検Ⅱ博物館探検Ⅱ

令和７年度ミニ企画展「博物館探検」を開催します。

夏休みにあわせてクイズを設置します。

ときう月１９日(土)～９月２８日(日）

』

展示予定の吉田初三郎「津山市烏徹図」（部分)、当館所蔵

古文書講座 ･歴史講座のご案内

今年度も２つの講座を実施しています。

・古文書講座「美作の古文書を読む」

講師：当館学芸員前期：綱達広貴後期：乾康二

・歴史講座「「江戸一目図」を読み解く⑤－「江戸一目図」に見る江戸の社会と

暮らし－」

講師：当館元館長尾島治さん

どちらの講座も年度途中からでも申込可能です。

３

ぷ

~、

ノ

一、

ノ
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■ ■

定員を超える場合は抽選となりますのでご了承下さい。記入漏れのないように気をつけて下さい。

夏の学習プログラムについて

夏休みに小学生向けの講座を下記の通り実施します。

-ノ

勾玉をつくろう碧若をけずって､古代のかざりをつくります。

とき８／５（火）１０：００～１１：３０

瀞勺Ｉ
８／６（水）１０：００～１１：３Ｏ

謬る易０塁黙豊幾欺熊言ｿ溌ﾁ､ﾀｵﾙなど)､ﾏｽ，

記入します。

座

■

『'応募締切、
7／23（水）

砦必着鋤

こ こ に は

Ｌ

■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一■

連絡事項を

博物館が

画

応募締切潮
8／4（月）

必着
魁＝一つ鐘ｉ

講座への申込方法

各講座への申し込みは、往復ハガキで受け付けます。講座ごとにお申し込み下さい。

往復ハガキ1枚につき1名の申し込みです。（レクリエーション保険に加入するため､受講者を変更する事は出来ません｡）

往信（表）返信（裏）返信（表）往信（裏）

■ ー ー 一 ー ー ー 一 ー ー ーーー弓

空
津
山
市
山
下
九
一
一

０℃
津
山
郷
土
博
物
館

８
夏
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

０

○
○
○
○
○
係

７

（
ご
希
望
の
講
座
名
）

□
ここには

博物館が

連絡事項を

記入します。

□ 郵便番号

ご
自
宅
の
住
所

あ
な
た
の
お
名
前

1講座名・希望日

2住所･氏名(ふりがな）

3学校名・学年

4電話番号

5生年月日



幕
府
か
ら
の
目
付
派
遣

研究ノート 津博2025.5No.1２４

は
じ
め
に

目
付
と
は
、
監
察
役
を
指
す
言
葉
で
す
。
な
か

で
も
江
戸
時
代
の
国
目
付
と
は
、
幕
府
が
諸
藩
へ

臨
時
に
派
遣
し
た
監
察
役
人
を
指
し
ま
す
。
と
く

に
幼
少
の
藩
主
の
雲
封
間
も
な
い
大
藩
へ
多
く
派

遣
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
目
付
は
数
ヶ

月
藩
地
に
滞
在
し
、
「
家
中
分
限
帳
」
や
「
国
絵
図
」

な
ど
を
提
出
さ
せ
た
り
、
領
内
巡
見
を
行
っ
た
り

し
て
藩
の
内
情
把
握
に
つ
と
め
ま
し
た
含
国
史
大

辞
典
ご

津
山
藩
に
は
享
保
一
○
年
（
一
七
二
五
）
に
国

目
付
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
『
津
山
市
史
第
四
巻
』

に
は
、
こ
の
国
目
付
派
遣
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
り
ま
す
。

「
折
か
ら
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
に
よ
っ
て
享
保

の
改
革
が
進
行
し
て
い
た
幕
府
で
は
、
津
山
藩
に

国
目
付
を
派
遣
し
て
藩
政
の
状
況
を
調
査
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
享
保
一
○
年
二
月
二
五
日
、
幕
府

は
八
木
主
馬
・
大
岡
弥
太
郎
の
両
人
を
国
目
付
と

し
て
津
山
藩
へ
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
五
月

一
○
日
、
両
人
は
津
山
へ
到
着
し
た
。
六
月
二
日

の
城
内
見
聞
を
皮
切
り
に
、
一
一
一
一
日
か
ら
二
○
日

ま
で
廻
村
を
行
い
農
村
の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
監
察

東
万
里
子

藩
主
宣
富
死
後
直
後
の
状
況

享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
二
月
六
日
、
藩
主
宣

富
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
「
国
元
日
記
」
に
よ
る
と
、

宣
富
は
津
山
に
お
り
、
前
日
は
薦
狩
り
に
出
て
い

ま
す
。
六
日
に
な
っ
て
急
に
頭
痛
を
訴
え
て
同
日

に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
急
死
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
三
月
二
六
日
に
宣
富
の
幼
い
息
子
浅
五

郎
が
藩
主
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
よ

り
前
、
三
月
六
日
に
藩
か
ら
「
御
目
付
中
」
へ
の

対
応
に
つ
い
て
指
示
が
出
て
い
ま
す
。
指
示
は
二

点
で
、
一
点
は
狩
野
洞
学
な
ど
に
対
し
「
今
度
御

し
た
。
両
人
は
一
一
月
二
日
ま
で
津
山
に
滞
在
し

た
。
滞
在
は
五
か
月
に
及
び
、
幕
府
の
津
山
藩
へ

の
監
察
指
導
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
」

「
国
目
付
」
は
、
「
国
元
日
記
」
な
ど
に
は
「
御
目
付
」

「
国
目
付
」
な
ど
と
出
て
き
ま
す
。
数
が
多
く
な
い

た
め
市
史
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
詳
細
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
本
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
「
江
戸
日
記
」

や
「
国
元
日
記
」
に
あ
る
目
付
関
連
の
記
述
を
紹

介
し
、
津
山
藩
側
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

目
付
中
御
越
に
つ
き
、
御
城
絵
図
お
お
せ
つ
け
」

る
も
の
で
、
も
う
一
点
は
、
「
御
目
付
中
御
越
に
つ

き
本
多
左
門
・
山
田
主
膳
屋
敷
」
を
使
用
す
る
た

め
二
人
に
屋
敷
替
え
を
命
じ
る
も
の
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
後
「
国
元
日
記
」
に
幕
府
か
ら
の
目
付

に
関
す
る
詳
細
な
記
述
は
見
ら
れ
ず
、
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
。
こ
の
事
に
つ
い
て
、
尾
島
治
氏
は
「
幼

年
の
藩
主
が
相
続
し
た
た
め
、
幕
府
か
ら
目
付
が

派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
」
た
た
め
の
指
示

で
あ
っ
た
と
し
て
い
ま
す
含
津
山
藩
狩
野
派
絵
師

狩
野
洞
学
乞
。

同
じ
く
享
保
六
年
九
月
二
三
日
に
は
「
今
度
公

儀
よ
り
山
見
分
御
目
付
御
越
に
つ
き
高
野
永
安
寺
・

小
桁
村
極
楽
寺
へ
宿
坊
」
が
命
じ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
心
得
て
お
く
よ
う
に
と
い
う
指
示
が

出
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
そ
の
後
詳
細
な

記
述
は
な
く
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
不
明
な
部
分
が
多
い
も
の
の
、
津
山

藩
は
宣
富
の
急
死
に
よ
り
幼
少
の
浅
五
郎
が
藩
主

を
継
い
だ
こ
と
で
、
幕
府
か
ら
目
を
付
け
ら
れ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
を
察
知
し
、
危
倶
し
て
い
た

こ
と
が
伺
え
ま
す
。

Ｅ
－三



国
目
付
へ
の
対
応

享
保
一
○
年
に
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
国
目
付

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
「
江
戸
日
記
」
や
「
国
元

研究ノート津博2025.5No.1２４

享
保
一
○
年
の
国
目
付

享
保
期
よ
り
約
四
○
年
～
五
○
年
前
で
す
が
、

寛
文
・
延
宝
期
（
一
六
六
一
～
一
六
八
○
年
）
に

お
け
る
国
目
付
は
、
必
ず
し
も
藩
主
が
幼
少
の
場

合
の
み
に
派
遣
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
天
変
地

異
の
と
き
に
表
向
き
は
藩
主
幼
少
の
た
め
と
し
て

国
目
付
を
差
し
向
け
、
そ
の
政
情
を
調
査
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
す
る
研
究
が
あ
り
ま
す
（
善
積
美

恵
子
「
江
戸
幕
府
の
監
察
制
度
１
国
目
付
ｌ
を
中

心
に
」
）
。

津
山
で
は
、
国
目
付
が
派
遣
さ
れ
る
前
年
に
洪

水
が
発
生
、
そ
の
被
害
を
幕
府
に
も
報
告
し
て
い

ま
す
。
「
江
戸
日
記
」
享
保
九
年
九
月
晦
日
条
に
よ

る
と
、
九
月
六
日
～
八
日
の
大
風
雨
の
被
害
に
つ

い
て
、
高
一
万
六
千
石
余
り
洪
水
に
て
損
毛
（
損

失
）
・
潰
家
一
八
五
軒
・
半
潰
家
七
七
三
軒
・
倒
木

折
三
八
七
四
本
の
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。享

保
一
○
年
は
浅
五
郎
が
藩
主
を
継
い
で
か
ら

約
四
年
が
過
ぎ
た
時
期
で
あ
り
、
国
目
付
の
派
遣

は
、
藩
主
が
幼
少
で
あ
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

前
年
の
洪
水
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

お
わ
り
に

こ
の
時
期
の
津
山
藩
は
享
保
元
年
・
二
年
と
江

戸
屋
敷
が
火
災
に
あ
い
、
九
年
に
は
洪
水
と
「
至

日
記
」
に
記
述
が
あ
り
ま
す
。

享
保
一
○
年
二
月
二
五
日
、
幕
府
は
八
木
主
馬
・

大
岡
弥
太
郎
の
両
人
を
国
目
付
と
し
て
津
山
藩
へ

派
遣
す
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
四
月
一
二
日
は

八
木
と
大
岡
を
江
戸
藩
邸
に
招
き
、
二
汁
七
菜
の

料
理
で
も
て
な
し
ま
し
た
。
ま
た
藩
主
浅
五
郎
の

母
で
あ
る
光
円
院
よ
り
八
木
と
大
岡
へ
そ
れ
ぞ
れ

贈
答
品
と
思
わ
れ
る
「
桧
重
一
組
」
が
遣
わ
さ
れ

て
い
ま
す
。
四
月
二
四
日
に
八
木
と
大
岡
は
津
山

へ
出
立
し
、
品
川
ま
で
津
山
藩
士
の
大
場
が
見
送

り
ま
し
た
。

一
方
津
山
で
は
三
月
四
日
に
家
中
へ
八
木
主
馬

と
大
岡
弥
太
郎
と
名
前
が
似
て
い
る
も
の
は
改
め

る
よ
う
に
と
い
う
指
示
が
出
ま
す
。
翌
日
に
は
二

人
に
提
出
す
る
切
支
丹
の
類
族
、
領
内
在
方
鉄
砲

な
ど
に
つ
い
て
の
書
類
提
出
の
指
示
が
あ
り
ま
す
。

一
二
日
に
は
、
現
在
藩
は
「
至
極
困
窮
」
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
は
幕
府
も
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
で
は

あ
る
が
、
見
苦
し
く
な
い
よ
う
に
繕
う
よ
う
に
と

い
う
指
示
が
あ
り
ま
す
。
三
月
一
五
日
に
は
家
中

へ
よ
り
詳
細
な
内
容
の
触
書
が
出
ま
し
た
。
八
木

と
大
岡
の
こ
と
は
、
「
様
」
付
け
で
呼
ぶ
こ
と
、
二
人

が
城
見
分
や
村
を
巡
見
す
る
際
に
側
に
い
る
場
合
は

綿
服
を
着
用
し
な
い
こ
と
、
家
中
屋
敷
筋
は
見
苦

し
く
な
い
よ
う
に
修
復
し
て
お
く
こ
と
な
ど
で
す
。

津
山
藩
で
は
、
宝
永
頃
か
ら
倹
約
の
た
め
に
木

綿
類
の
着
用
を
推
奨
し
、
倫
子
・
縮
緬
・
羽
二
重

な
ど
を
用
い
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
た
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
目
付
が
来
る
に
あ
た
っ

て
は
綿
服
着
用
の
指
示
を
覆
し
、
麓
末
な
服
で
は

不
敬
に
あ
た
る
の
で
、
詳
し
く
は
書
付
を
見
る
よ

う
に
と
四
月
一
二
日
に
服
装
に
つ
い
て
再
度
詳
細

な
指
示
を
出
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
つ
い
に
五
月
一
一
日
、
八
木
と
大
岡
は

津
山
へ
到
着
し
ま
し
た
。
八
木
主
馬
は
渥
美
図
書

の
明
屋
敷
へ
、
大
岡
弥
太
郎
は
山
田
主
膳
の
屋
敷

へ
入
り
ま
し
た
（
図
１
）
。
渥
美
図
書
の
明
屋
敷
は

山
田
主
膳
の
屋
敷
付
近
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

ど
ち
ら
も
城
に
近
い
屋
敷
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
到
着
後
二
人
は
六
月
二
日
の
城
内
見
聞

を
皮
切
り
に
、
一
三
日
か
ら
二
○
日
ま
で
廻
村
を

行
い
、
二
○
日
に
は
御
対
面
所
（
現
在
の
衆
楽
園
）

で
切
麦
な
ど
を
食
べ
て
い
ま
す
。
八
月
一
二
日
に

は
城
で
三
汁
九
菜
の
料
理
を
食
べ
、
一
○
月
一
八

日
に
も
城
で
も
て
な
し
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
し

て
一
一
月
二
日
、
津
山
を
出
立
し
ま
し
た
。

こ
の
期
間
、
「
江
戸
日
記
」
に
は
、
六
月
二
五
日
、

七
月
一
九
日
、
八
月
五
日
、
九
月
一
日
、
九
月
二

一
日
に
八
木
・
大
岡
よ
り
老
中
へ
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
旨
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

固
り
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用
意
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
目
付
、
ひ
い
て
は

幕
府
に
悪
い
印
象
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
精
一
杯
の
対
応
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
と
き
、
国
目
付
が
幕
府
へ
ど
の
よ
う
な
報

告
を
行
っ
た
の
か
、
そ
の
内
容
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

国
目
付
派
遣
の
翌
年
、
藩
主
浅
五
郎
が
亡
く
な
る

と
、
幕
府
は
早
急
に
跡
継
ぎ
と
五
万
石
の
相
続
を

決
定
し
ま
し
た
含
津
山
市
史
第
四
巻
』
）
。
こ
の
よ

う
な
重
要
な
決
定
の
際
に
、
も
し
か
し
た
ら
国
目

付
の
報
告
書
も
読
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

極
困
窮
」
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
幕
府
に
も
知

れ
渡
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
幼
少
の
浅

五
郎
が
藩
主
を
継
い
で
四
年
経
過
し
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
の
国
目
付
派
遣
は
、
津
山
藩
の
こ
の
よ
う
な

状
況
が
関
係
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
藩

は
、
国
目
付
が
津
山
に
来
る
に
あ
た
っ
て
、
家
中

に
何
度
も
触
を
出
し
、
困
窮
す
る
な
か
で
も
服
装

や
家
屋
敷
の
修
繕
に
つ
い
て
指
示
を
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
江
戸
で
も
津
山
で
も
国
目
付
両
人
を
も
て

な
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
城
に
近
く
広
い
屋
敷
を
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お問い合わせやお申し込み

津山郷士博物館友の会事務局津山市山下９２TELO868-22-4567FAXO868-23-9874

郷土の歴史と文化に対する理解と関心を深めてもらい、たがいに情報を交換し、ひいては博物館

愛好者をさらに増やすことを目的に、博物館友の会を募集しています。

会費は1,000円です。会員になると、津山郷土博物館の常設展・企画展が無料で観覧できます。

ぜひお申し込みください。

図１津山御城下惣絵図（享保7年）

山田主膳屋敷の場所は、現在郷土博物館がある場所です。

ここに国目付が宿泊しました。

令和ﾌ年度津L1｣郷士博物館友の会会員募集
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お知らせ 津博2025.5No.1２４

Ｌ

ｄｂは､津山松平藩の槍印で剣大といい､現在津山市の市章となっています上

〆 一、

令和ｱ隼直
※変更する可能性がありますｂ

詳細は決定次第ホームページなどに掲載いたしますｂ

●特別展・企画展など

・企画展示「江戸一目図扉風実物展示一鍬形慧斎と江戸一」

会期：３月２９日（土）～５月１１日（日）

・ミニ企画展「博物館探検Ⅱ」

会期：７月１９日（土）～９月２８日（日）

・特別展「歴史友好都市縁組30周年･４０周年記念一土庄町と可児市と津山一(仮)」

会期：１０月１８日（土）～１１月２４日（月）

この他にもさまざまな企画展を開催する予定です。

◆出版

・津山松平藩町奉行日記３２の刊行

・令和６年度年報の刊行

◆広報活動

・博物館だより「津博」

No.１２４：５月Ｎｏ．１２５：８月No.１２６：１１月Ｎｏ．１２７：２月

◆教育普及活動

・古文書講座全９回

・歴史講座全９回

・夏休み子供歴史講座

※人事異動（令和７年４月１日付け）

前館長小郷利幸（退職、再任用で津山弥生の里文化財センターへ）

新館長仁木康治（津山弥生の里文化財センターから）

ノ、

中学生以下･障害者手帳を提示された方は入館料が無料です

Ｌ

寵

Ｐ 、 〆

入館のご案内

[開館時間］午前９:ＯＯ～午後5:ＯＯ
[休館日］毎週月曜日・祝日の翌日

年末年始（１２月２９日～１月３日）・その他
[入館料]一般…300円

（30人以上の団体の場合240円）
高校･大学生…２００円

（30人以上の団体の場合１６０円）
６５歳以上…２００円

（30人以上の団体の場合１６０円）

繍籍博物館だより｢つはく」
Ｎｏ．１２４令和7年５月３１日

[編集･発行］津山郷土博物館

〒708-0022岡山県津山市山下９２

Tel（０８６８)22-4567

Ｆａｘ(０８６８)２３－９８７４

…雌……卯灘[印刷］二葉
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